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TEM utilized: JEM1300NEF with EELS analyzer (1250 kV, zeroloss image)
Fatigue condition: crack growth rate (da/dN), 0.25 mm/cycle, in helium gas

Fig. 1 遮蔽ミリング法と FIB を組合せた試料作製手法(1)．

Fig. 2 Fe3.2 massSi 中の疲労き裂先端の断面 TEM 像．(a)広域図および(b)き裂先端拡大図．
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(b)試料・観察法の高度化による新展開

超高圧電子顕微鏡を用いた疲労き裂先端のすべり挙動解析
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疲労き裂の成長機構として，き裂先端の塑性鈍化・

再鋭化モデルが提唱されているが，疲労き裂先端のす

べり挙動を TEM 解析した例は極めて少ない．著者ら

は，イオンミリングと FIB を組合せた新規試料作製

法(Fig. 1)，及び Q フィルター付 HVEM を併用し，

特に磁性材料では困難であった「き裂先端・破面形状

を保存した状態での塑性域の詳細解析」に成功した．

本手法により，破面形状(ストライエーション)，すべ

り帯，転位壁(ラビリンス)構造が明確に観察される

(Fig. 2)．本手法は，実用上重要な鉄鋼(磁性材料)に

おける疲労き裂先端の解析を可能にし，疲労き裂の成

長機構解明に大きく貢献するものと期待される．な

お，本研究は NEDO 水素先端科学基礎研究事業の一

環として行われた．
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